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(57)【要約】
【課題】外部電源を用いることなく、内視鏡が配置され
ている内視鏡の周辺環境の状態を検知できる内視鏡シス
テムを提供すること。
【解決手段】内視鏡２０が管理ユニット７０と未接続時
に、検知部５３は電力供給部５９によって電力を供給さ
れることで周辺環境の状態を検知する。同時に、内視鏡
側記録部５５は、電力供給部５９によって電力を供給さ
れることで検知データを記録する。
【選択図】　　　図３Ａ



(2) JP 2013-236735 A 2013.11.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡と、管理ユニットとを有する内視鏡システムであって、
　前記内視鏡が配置されている前記内視鏡の周辺環境の状態を検知する検知部と、
　前記検知部によって検知された検知データを記録する内視鏡側記録部と、
　前記内視鏡が前記管理ユニットと未接続時に、前記検知部と前記内視鏡側記録部とが駆
動するための電力を前記検知部と前記内視鏡側記録部とに供給する電力供給部と、
　が前記内視鏡の内部に配設され、
　前記内視鏡が前記管理ユニットと未接続時に、前記検知部は前記電力供給部によって前
記電力を供給されることで前記周辺環境の状態を検知すると共に、前記内視鏡側記録部は
前記電力供給部によって前記電力を供給されることで前記検知データを記録することを特
徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記管理ユニットは、前記内視鏡が前記管理ユニットと接続した時に、前記内視鏡側記
録部が記録した前記検知データを記録する管理側記録部を有することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記検知部が前記周辺環境の状態を検知し、前記内視鏡が前記管理ユニットと接続した
時に、前記内視鏡側記録部と前記管理側記録部との少なくとも一方が前記検知データを記
録することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記電力供給部は、前記内視鏡が前記管理ユニットと接続した時に、前記管理ユニット
から前記電力を供給されて充電されることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡システム
。
【請求項５】
　前記内視鏡側記録部は、ＲＦ－ＩＤタグを有していることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記管理ユニットは、前記内視鏡が前記管理ユニットと未接続時に、前記内視鏡側記録
部が送信した前記検知データを受信することで、前記内視鏡側記録部が記録した前記検知
データを記録する管理側記録部を有することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡システ
ム。
【請求項７】
　前記検知部は、前記内視鏡の挿入部の内部に配設されていることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡が配置されている内視鏡の周辺環境の状態を検知する内視鏡システム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡が配置されている周辺環境の状態を検知することが重要視されている。検
知に関する技術の一環として、例えば特許文献１乃至３が開示されている。
【０００３】
　例えば特許文献１は、内視鏡の使用状況、洗浄状態、洗浄有効期間などの情報を記録及
び管理する内視鏡用データファイリングシステムを開示している。情報の記録は、内視鏡
によって実施される。
【０００４】
　また例えば、特許文献２は、オートクレーブ実施回数の履歴を知ることができる内視鏡
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管理システムを開示している。
【０００５】
　また例えば、特許文献３は、内視鏡の設定情報を入力することができるワイヤレスの電
子内視鏡システムを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－４６３２６号公報
【特許文献２】特開２００８－６１９０８号公報
【特許文献３】特開２００９－７２５１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１において、内視鏡が情報を記録する時、内視鏡は、外部装置と接続し、記録
のための電力を外部装置から供給される必要がある。つまり、情報の記録には、外部電源
が必要である。またこのシステムは、例えば、内視鏡が配置されている内視鏡の周辺環境
の状態を検知するといった用途に対応しにくい。
【０００８】
　また特許文献２において、内視鏡管理システムは、オートクレーブ実施回数の履歴を知
ることができるのみである。このため内視鏡管理システムは、例えば、内視鏡が配置され
ている内視鏡の周辺環境の状態を検知するといった用途には対応しにくい。
【０００９】
　また特許文献３において、例えば特許文献１のシステムとは異なり、内視鏡は内部電源
を有している。しかし、この内部電源は、無線送信用であり、情報の記録のためのもので
はない。また特許文献３に開示されている内視鏡システムは、内視鏡が配置されている内
視鏡の周辺環境の状態を検知するといった用途に対応しにくい。
【００１０】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、外部電源を用いることなく、内
視鏡が配置されている内視鏡の周辺環境の状態を検知できる内視鏡システムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は目的を達成するために、内視鏡と、管理ユニットとを有する内視鏡システムで
あって、前記内視鏡が配置されている前記内視鏡の周辺環境の状態を検知する検知部と、
前記検知部によって検知された検知データを記録する内視鏡側記録部と、前記内視鏡が前
記管理ユニットと未接続時に、前記検知部と前記内視鏡側記録部とが駆動するための電力
を前記検知部と前記内視鏡側記録部とに供給する電力供給部と、が前記内視鏡の内部に配
設され、前記内視鏡が前記管理ユニットと未接続時に、前記検知部は前記電力供給部によ
って前記電力を供給されることで前記周辺環境の状態を検知すると共に、前記内視鏡側記
録部は前記電力供給部によって前記電力を供給されることで前記検知データを記録するこ
とを特徴とする内視鏡システムを提供する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、外部電源を用いることなく、内視鏡が配置されている内視鏡の周辺環
境の状態を検知できる内視鏡システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明に係る第１の実施形態における内視鏡システムの概略構成図であ
る。
【図２】図２は、内視鏡の内部構成とプロセッサ本体部の内部構成とを簡単に示す図であ
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る。
【図３Ａ】図３Ａは、内視鏡がプロセッサ本体部と未接続している時における動作方法を
示す図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、内視鏡がプロセッサ本体部と接続している時における動作方法を示
す図である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、第１の変形例を示し、内視鏡と通信装置とにおける動作方法を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２と図３Ａと図３Ｂとを参照して第１の実施形態について説明する。
【００１５】
　［内視鏡システム１０］　
　図１に示すように、内視鏡システム１０は、検査や観察のために用いられる内視鏡２０
と、内視鏡２０を管理する管理ユニット７０とを有している。
【００１６】
　［内視鏡２０の外部構成］　
　図１に示すように、内視鏡２０は、例えば体腔や構造物の内部に挿入される中空の細長
い挿入部３０と、挿入部３０の基端部と連結し、内視鏡２０を操作する操作部４０とを有
している。
【００１７】
　［挿入部３０］　
　図１に示すように、挿入部３０は、挿入部３０の先端部側から挿入部３０の基端部側に
向かって、先端硬質部３１と、湾曲部３３と、可撓管部３５とを有している。先端硬質部
３１の基端部は湾曲部３３の先端部と連結し、湾曲部３３の基端部は可撓管部３５の先端
部と連結している。　
　先端硬質部３１は、挿入部３０の先端部であり、硬く、曲がらない。　
　湾曲部３３は、操作部４０における後述する湾曲操作部４３ａの操作によって、例えば
上下左右といった所望の方向に湾曲する。湾曲部３３が湾曲することにより、先端硬質部
３１の位置と向きとが変わり、照明光が観察対象物を照明し、観察対象物が観察視野内に
捉えられる。　
　可撓管部３５は、所望な可撓性を有している。よって可撓管部３５は、外力によって曲
がる。可撓管部３５は、操作部４０における後述する本体部４１から延出されている管状
部材である。
【００１８】
　［操作部４０］　
　図１に示すように、操作部４０は、可撓管部３５が延出している本体部４１と、本体部
４１の基端部と連結し、内視鏡２０を操作する操作者によって把持される把持部４３と、
把持部４３と接続しているユニバーサルコード４５とを有している。把持部４３は、湾曲
部３３を湾曲操作する湾曲操作部４３ａを有している。
【００１９】
　［ユニバーサルコード４５］　
　図１と図３Ｂとに示すように、ユニバーサルコード４５は、管理ユニット７０のプロセ
ッサ本体部８０に着脱自在に接続する接続部４５ａを有している。　
　なお本実施形態では、接続部４５ａがプロセッサ本体部８０と接続していることは、例
えば、内視鏡２０が管理ユニット７０およびプロセッサ本体部８０と接続していることを
示す。　
　また本実施形態では、接続部４５ａがプロセッサ本体部８０と未接続であることは、例
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えば、内視鏡２０が管理ユニット７０と未接続であることを示し、内視鏡２０が管理ユニ
ット７０から分離していることを示す。
【００２０】
　接続部４５ａは、スイッチ等の切り替え部４５ｂを有している。切り替え部４５ｂは、
例えば、後述する検知部５３と内視鏡側記録部５５と内視鏡側制御部５７と電力供給部５
９との少なくとも１つの駆動をＯＮまたはＯＦＦする。
【００２１】
　［内視鏡２０の内部構成］　
　図２に示すように、内視鏡２０は、撮像ユニット５１と、検知部５３と、内視鏡側記録
部５５と、内視鏡側制御部５７と、電力供給部５９とを有している。これらは、内視鏡２
０の内部に配設されている。
【００２２】
　［撮像ユニット５１］　
　図２に示す撮像ユニット５１は、例えば、ＡＤ変換部と、観察対象物を撮像する撮像素
子とを有している。撮像ユニット５１は、プロセッサ本体部８０に配設されている画像処
理部８１と電気的に接続する。撮像ユニット５１は、例えば、内視鏡２０の挿入部３０の
内部、詳細には先端硬質部３１の内部に配設されている。
【００２３】
　［検知部５３］　
　図２に示すような検知部５３は、内視鏡２０が配置されている内視鏡２０の周辺環境の
状態を検知する。この周辺環境は、例えば、内視鏡２０が配置されている部屋や、挿入部
３０が挿入される体腔内や構造物の内部における温度と湿度と圧力と放射線量の少なくと
も１つを示す。つまり、検知部５３は、例えば、内視鏡２０が配置されている部屋の温度
等を検知する。検知部５３は、例えば、内視鏡２０の挿入部３０の内部、詳細には先端硬
質部３１の内部に配設されている。検知部５３は、環境測定用のセンサを有している。
【００２４】
　［内視鏡側記録部５５］　
　図２に示すような内視鏡側記録部５５は、検知部５３によって検知された検知データを
記録する。この検知データは、例えば、前記した温度と湿度と圧力と放射線量との少なく
とも１つを示す。また内視鏡側記録部５５は、検知部５３が周辺環境の状態を検知する時
間を示す検知時間も記録する。内視鏡側記録部５５は、例えば、操作部４０の把持部４３
の内部に配設されている。
【００２５】
　［内視鏡側制御部５７］　
　図２に示すような内視鏡側制御部５７は、例えば、ＣＰＵやＤＣ／ＤＣコンバータを有
している。内視鏡側制御部５７は、検知部５３と内視鏡側記録部５５とに、電気的に接続
している。また内視鏡側制御部５７は、例えば、切り替え部４５ｂがＯＮとなることで、
電力供給部５９と電気的に接続する。また内視鏡側制御部５７は、例えば、内視鏡２０が
管理ユニット７０のプロセッサ本体部８０と接続した時に、電源部８９と電気的に未接続
する。
【００２６】
　内視鏡側制御部５７は、切り替え部４５ｂがＯＮとなることで、検知部５３と内視鏡側
記録部５５との少なくとも一方が駆動するように制御する。この場合、内視鏡側制御部５
７は、検知部５３が周辺環境の状態を検知するように制御し、同時に内視鏡側記録部５５
が検知データと検知時間とを記録するように、制御する。
【００２７】
　内視鏡側制御部５７は、例えば、接続部４５ａの内部に配設されている。
【００２８】
　［電力供給部５９］　
　図３Ａに示すように、電力供給部５９は、内視鏡２０が管理ユニット７０と未接続で、
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切り替え部４５ｂがＯＮとなることで、検知部５３と内視鏡側記録部５５とが駆動するた
めの電力を、内視鏡側制御部５７に供給する。
【００２９】
　また図３Ｂに示すように、電力供給部５９は、内視鏡２０が管理ユニット７０と接続し
た時、詳細には、接続部４５ａがプロセッサ本体部８０と接続した時に、管理ユニット７
０の電源部８９から電力を供給されて充電される。
【００３０】
　電力供給部５９は、例えば、２次電池や、スーパキャパシタなどを有している。図２に
示すように、電力供給部５９は、例えば、接続部４５ａの内部に配設されている。
【００３１】
　［管理ユニット７０の構成１］　
　図１と図２とに示すように、管理ユニット７０は、内視鏡２０の接続部４５ａが着脱自
在で、内視鏡２０の制御及び演算処理等を行うプロセッサ本体部８０を有している。
【００３２】
　［プロセッサ本体部８０］　
　図２に示すように、プロセッサ本体部８０は、画像処理部８１と、管理側記録部８５と
、管理側制御部８７と、電源部８９とを有している。
【００３３】
　［画像処理部８１］　
　画像処理部８１は、接続部４５ａがプロセッサ本体部８０と接続した時に、撮像ユニッ
ト５１と電気的に接続する。画像処理部８１は、画像処理部８１が撮像ユニット５１と電
気的に接続することによって、撮像ユニット５１が撮像した観察対象物の画像に対して種
々の画像処理を行う。
【００３４】
　［管理側記録部８５］　
　管理側記録部８５は、内視鏡２０が管理ユニット７０と接続した時に、詳細には、接続
部４５ａがプロセッサ本体部８０と接続した時に、内視鏡側記録部５５が記録した検知デ
ータを内視鏡側記録部５５から受信して、内視鏡側記録部５５が記録した検知データを記
録する。
【００３５】
　［管理側制御部８７］　
　管理側制御部８７は、画像処理部８１と管理側記録部８５とに電気的に接続し、画像処
理部８１と管理側記録部８５とを制御する。
【００３６】
　また管理側制御部８７は、接続部４５ａがプロセッサ本体部８０と接続した時に、内視
鏡側制御部５７と電気的に接続する。このとき管理側制御部８７は、内視鏡側制御部５７
が検知部５３と内視鏡側記録部５５とを制御するように、内視鏡側制御部５７を制御する
。
【００３７】
　［電源部８９］　
　電源部８９は、管理側制御部８７と管理側記録部８５とに電力を供給する。
【００３８】
　また図３Ｂに示すように、電源部８９は、内視鏡２０が管理ユニット７０と接続した時
に、詳細には、接続部４５ａがプロセッサ本体部８０と接続した時に、電力供給部５９と
電気的に接続する。そして、電源部８９は、内視鏡２０が管理ユニット７０と接続した時
に、充電のために電力供給部５９に電力を供給する。電源部８９は、内視鏡２０が管理ユ
ニット７０と未接続した時に、充電を終了するために電力供給部５９に電力の供給を終了
する。
【００３９】
　［管理ユニット７０の構成２］　
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　図１に示すように、管理ユニット７０は、プロセッサ本体部８０と電気的に着脱自在で
、管理側記録部８５に記録された検知データを収集するＰＣなどの収集ユニット９０と、
収集ユニット９０が収集した検知データを解析・管理する解析管理部１００とをさらに有
している。
【００４０】
　［収集ユニット９０］　
　図１に示すように、収集ユニット９０は、撮像ユニット５１が撮像した画像と、画像処
理部８１によって画像処理された画像データと、内視鏡２０やプロセッサ本体部８０の状
態等を表示する画像表示部を有している。収集ユニット９０は、プロセッサ本体部８０と
電気的に着脱自在となっている。　
　［解析管理部１００］　
　解析管理部１００は、例えばサーバなどを有している。
【００４１】
　［動作］　
　［動作方法１（図３Ａ・内視鏡２０は管理ユニット７０と未接続）］　
　図３Ａに示すように、内視鏡２０は管理ユニット７０と未接続である。この状態で、切
り替え部４５ｂがＯＮになると、内視鏡側制御部５７は電力供給部５９と電気的に接続す
る。そして電力供給部５９は、検知部５３と内視鏡側記録部５５とが駆動するための電力
を、内視鏡側制御部５７に供給する。これにより内視鏡側制御部５７は、駆動する。
【００４２】
　そして内視鏡側制御部５７は、検知部５３と内視鏡側記録部５５とが駆動するように、
検知部５３と内視鏡側記録部５５とを制御する。これにより、検知部５３は、周辺環境の
状態を検知する。また内視鏡側記録部５５は、検知部５３によって検知された検知データ
と、検知時間とを記録する。内視鏡側記録部５５は、例えば検知部５３が周辺環境の状態
を検知し続ける間、検知データを記録し続ける。　
　このように、内視鏡２０が管理ユニット７０と未接続時に、詳細には、接続部４５ａが
プロセッサ本体部８０と未接続時に、検知部５３は電力供給部５９によって電力を供給さ
れることで周辺環境の状態を検知すると共に、内視鏡側記録部５５は電力供給部５９によ
って電力を供給されることで検知データを記録する。
【００４３】
　切り替え部４５ｂがＯＦＦになると、内視鏡側制御部５７は電力供給部５９と電気的に
未接続になり、電力供給部５９は内視鏡側制御部５７への電力の供給を停止する。そして
、内視鏡側制御部５７は、検知部５３が検知を終了し、内視鏡側記録部５５が記録を終了
するように、検知部５３と内視鏡側記録部５５とを制御する。
【００４４】
　動作方法１は、例えば、内視鏡２０が滅菌・洗浄・消毒されている状態や、内視鏡２０
が運ばれている状態や、内視鏡２０が所定の場所に配置されている状態において、周辺環
境の状態が検知および記録される場合を示す。
【００４５】
　［動作方法２（図３Ｂ・内視鏡２０はプロセッサ本体部８０と接続）］　
　図３Ｂに示すように、内視鏡２０は、管理ユニット７０と接続する。詳細には、接続部
４５ａは、プロセッサ本体部８０と接続する。これに伴い、電力供給部５９は、電源部８
９と電気的に接続し、電源部８９から電力を供給され、充電する。またことき、内視鏡側
制御部５７は、電力供給部５９と電気的に未接続し、管理側制御部８７と電気的に接続す
る。電源部８９は、検知部５３と内視鏡側記録部５５と内視鏡側制御部５７とが駆動する
ための電力を、管理側制御部８７に供給する。これにより管理側制御部８７は、駆動する
。
【００４６】
　そして管理側制御部８７は、内視鏡側制御部５７が検知部５３と内視鏡側記録部５５と
を制御するように、内視鏡側制御部５７を制御する。つまり、管理側制御部８７は、内視
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鏡側制御部５７を介して検知部５３と内視鏡側記録部５５とが駆動するように、検知部５
３と内視鏡側記録部５５と内視鏡側制御部５７とを制御する。これにより、動作方法１と
同様に、検知部５３は、周辺環境の状態を検知する。また内視鏡側記録部５５は、検知部
５３によって検知された検知データと、検知時間とを記録する。内視鏡側記録部５５は、
例えば検知部５３が周辺環境の状態を検知し続ける間、検知データを記録し続ける。
【００４７】
　動作方法２では、管理側記録部８５は、内視鏡側記録部５５が記録した検知データを内
視鏡側記録部５５から受信して、内視鏡側記録部５５が記録した検知データを記録する。
【００４８】
　この受信と記録とのタイミングとの一例について、以下に簡単に記載する。　
　例えば、管理側記録部８５は、内視鏡側記録部５５が検知データを記録している間、リ
アルタイムで、内視鏡側記録部５５から検知データを受信して検知データを記録する。
　または例えば、管理側記録部８５は、内視鏡側記録部５５が検知データを記録している
間、内視鏡側記録部５５から検知データを所望するタイミングで受信して検知データを記
録する。つまり管理側記録部８５は、複数の区分けられた検知データを受信する。　
　または、例えば、検知部５３が検知を終了した後、管理側記録部８５は、内視鏡側記録
部５５から検知データをまとめて受信して検知データを記録する。　
　前記した受信と記録とのタイミングは、例えば、切り替え部４５ｂによって切り替わっ
てもよい。
【００４９】
　なお動作方法２では内視鏡２０が管理ユニット７０と接続しているため、周辺環境の状
態を検知部５３が検知している時、管理側記録部８５のみが検知データを直接記録しても
よい。
【００５０】
　接続部４５ａがプロセッサ本体部８０から分離すると、検知部５３は検知を終了し、内
視鏡側記録部５５は記録を終了し、管理側記録部８５は検知データの受信と記録とを終了
する。
【００５１】
　収集ユニット９０は管理側記録部８５が記録している検知データを収集し、解析管理部
１００は収集ユニット９０が収集した検知データを解析・管理する。これにより検知デー
タは、解析管理部１００に蓄積する。
【００５２】
　動作方法２は、例えば、内視鏡２０がリアルタイムで使用されている状態において周辺
環境の状態が検知および記録される場合や、内視鏡２０が使用されている状態の検知デー
タを内視鏡２０が使用された後に回収する場合や、検知データが解析・管理される場合を
示す。
【００５３】
　［効果］　
　このように、本実施形態では、電力供給部５９が内視鏡２０の内部に配設され、検知部
５３は電力供給部５９から供給される電力によって周辺環境の状態を検知し、内視鏡側記
録部５５は電力供給部５９から供給される電力によって周辺環境の状態を記録する。この
ため本実施形態では、図３Ａに示すように、内視鏡２０が管理ユニット７０から分離し、
外部電源が用いられなくても、周辺環境の状態を検知できる。
【００５４】
　また本実施形態では、図３Ｂに示すように、内視鏡２０の接続部４５ａがプロセッサ本
体部８０と接続した時に、管理側記録部８５は検知データを記録する。これにより本実施
形態では、内視鏡側記録部５５が検知データを記録し続ける必要がなく、管理側記録部８
５は検知データを記録した後、内視鏡側記録部５５は記録した検知データを消去すること
もできる。よって本実施形態では、内視鏡側記録部５５によって常に検知データを検知で
きる。
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【００５５】
　また本実施形態では、内視鏡側記録部５５と管理側記録部８５との少なくとも一方が検
知データを記録する。このため、本実施形態では、内視鏡２０は管理ユニット７０と未接
続であっても、検知データを確実に記録できる。
【００５６】
　また本実施形態では、図３Ｂに示すように、内視鏡２０の接続部４５ａがプロセッサ本
体部８０と接続した時に、電力供給部５９は電源部８９から電力を供給されて充電される
。このため、本実施形態では、図３Ａに示すように、内視鏡２０は管理ユニット７０と未
接続時において、常に、検知部５３と内視鏡側記録部５５とは電力供給部５９から供給さ
れる電力によって駆動できる。
【００５７】
　また本実施形態では、検知部５３が挿入部３０に配設されることによって、挿入部３０
が挿入される体腔内や構造物の内部などの周辺環境の状態を検知部５３によって検知でき
る。
【００５８】
　また本実施形態では、図３Ａに示すように、内視鏡２０が管理ユニット７０と未接続時
において、切り替え部４５ｂによって、検知部５３が検知を開始または終了し、内視鏡側
記録部５５が記録を開始または終了することができる。よって本実施形態では、所望する
タイミングと時間的な期間だけ検知と記録とを実施でき、電力供給部５９における電力の
消耗を抑えることができる。
【００５９】
　また本実施形態では、検知データは、収集ユニット９０によって収集され、解析管理部
１００側によって解析、管理され、蓄積する。このため、本実施形態では、検知データに
よって、周辺環境の状態を精緻に把握でき、解析管理部１００側に蓄積された検知データ
によって、周辺環境の状態に適した内視鏡２０を提供することができる。
【００６０】
　なお図３Ｂに示す動作方法２では、内視鏡２０が管理ユニット７０と接続しているため
、周辺環境の状態を検知部５３が検知している時、管理側記録部８５のみが検知データを
直接記録してもよい。このように検知部５３が周辺環境の状態を検知し、内視鏡２０が管
理ユニット７０と接続した時に、内視鏡側記録部５５と管理側記録部８５との少なくとも
一方が検知データを記録していればよい。
【００６１】
　また電力供給部５９の充電は、例えば切り替え部４５ｂがＯＦＦにすることによって終
了してもよい。
【００６２】
　また検知部５３は、内視鏡２０の接続部４５ａがプロセッサ本体部８０と接続していて
も、切り替え部４５ｂがＯＦＦになることや管理側制御部８７の制御によって、検知を終
了してもよい。
【００６３】
　また図３Ａに示す動作方法１において、検知部５３が検知を終了し、内視鏡側記録部５
５が記録を終了している内視鏡２０において、動作方法２において内視鏡２０が管理ユニ
ット７０と接続すると、電力供給部５９は充電され、管理側記録部８５は、内視鏡側記録
部５５が記録した検知データを内視鏡側記録部５５から受信して、内視鏡側記録部５５が
記録した検知データを記録してもよい。
【００６４】
　また管理側制御部８７は、内視鏡２０が管理ユニット７０と接続した時に、内視鏡側記
録部５５が記録している検知データを消去しリセットするように、内視鏡側制御部５７を
制御してもよい。
【００６５】
　また検知部５３と、内視鏡側記録部５５と、電力供給部５９とは、内視鏡２０の内部に
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配設されていればよい。
【００６６】
　［第１の変形例］　
　図１と図２と図３Ｃとを参照して、第１の実施形態の第１の変形例について説明する。
【００６７】
　［内視鏡側記録部５５］　
　本実施形態において、内視鏡側記録部５５は、記録した検知データを送受信する例えば
Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ（以下、ＲＦＩＤ）タ
グのようなＩＣタグを有している。
【００６８】
　［管理ユニット７０］　
　図１に示すように、管理ユニット７０は、内視鏡側記録部５５と非接触で内視鏡側記録
部５５と検知データを通信し、内視鏡２０の外部装置として機能する通信装置１１０をさ
らに有している。通信装置１１０は、例えばＲＦ－ＩＤ送受信機を示す。　
　この場合、図３Ｃに示すように、通信装置１１０は、内視鏡２０が管理ユニット７０と
未接続時に、内視鏡側記録部５５が送信した検知データを受信することで、内視鏡側記録
部５５が記録した検知データを記録する管理側記録部１１１を有している。
【００６９】
　［動作方法］　
　第１の実施形態と同様に、内視鏡２０が管理ユニット７０と未接続で、周辺環境の状態
を検知部５３が検知し、内視鏡側記録部５５が検知データと検知時間とを記録する。
【００７０】
　また電力供給部５９は、内視鏡側記録部５５が駆動するための電力を、内視鏡側制御部
５７に供給する。そして切り替え部４５ｂがＯＦＦになると、図３Ｃに示すように、内視
鏡側制御部５７は、検知部５３が検知を終了し、内視鏡側記録部５５が通信装置１１０に
検知データを送信するように、検知部５３と内視鏡側記録部５５とを制御する。
【００７１】
　そして通信装置１１０は検知データを受信し、管理側記録部１１１は検知データを記録
する。
【００７２】
　収集ユニット９０は管理側記録部１１１が記録している検知データを収集し、解析管理
部１００は収集ユニット９０が収集した検知データを解析・管理する。これにより検知デ
ータは、解析管理部１００に蓄積する。
【００７３】
　なお前記した動作は、内視鏡２０が管理ユニット７０と接続した状態であっても、実施
可能である。
【００７４】
　［効果］　
　本変形例では、ＲＦＩＤによって、内視鏡２０が管理ユニット７０と未接続であっても
、管理側記録部１１１は検知データを記録できる。これにより本実施形態では、収集ユニ
ット９０と解析管理部１００とが内視鏡２０から離れた場所に設置されていても、通信装
置１１０を介して容易に検知データを収集と解析と管理できる。
【００７５】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【００７６】
　１０…内視鏡システム、２０…内視鏡、３０…挿入部、４５…ユニバーサルコード、４
５ａ…接続部、４５ｂ…切り替え部、５３…検知部、５５…内視鏡側記録部、５７…内視
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鏡側制御部、５９…電力供給部、７０…管理ユニット、８０…プロセッサ本体部、８５…
管理側記録部、８７…管理側制御部、８９…電源部、９０…収集ユニット、１００…解析
管理部。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図３Ｃ】
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